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ごあいさつ 

 こんにちは。2018 年 2 月のノザワです。 

 皆様、インフルエンザは大丈夫でしょうか。実は昨年、当所でもご多分に漏れずインフルちゃんが蔓延し、

ちょいピンチだったのがありまして、皆そわそわしていましたが、今年は大丈夫でホッとしました。そんな厄介

者の履歴を簡単に調べてみたら、語源はイタリア語で、influenza(インフルエンツァ)と表記したそうです。意

味は“影響のある”。コレを英語読みしてインフルエンザ。さらに辿れば古代エジプト文明の時代からあった

といい、どうやらこやつとの付き合いは、永遠なのかもしれません。熱が出るのももしかしたら恋かも（？）。お

気を付けて下さい。コホン！ 

時代～デジタルサイネージと危機感～ 

 少々前に、“カッティング師減少の憂い”というものを書きました。これは出力された看板のどうしても余ってしまう隅っこをカット

する職人が減っているという内容でした。これはこれで未だに解決出来ない、杞憂では終わらないものなのですが、「時代」はどう

やら先にワープしてしまったようなのです。 

 〈デジタルサイネージ〉と呼ばれる、広告媒体が、密やかに、また、確実に広まりつつある

のです。デジタルサイネージとはいわば映像広告。液晶パネルを使用し、大きな駅の柱

や電車内、主要施設などにもあるので、ご存知の方も多いと思います。利点はとにかく広

告量が多い事。今まではいちいちそこにものを貼って、剥がしてという必要がありましたが

それはいりません。どんどん勝手に流れます。ひとつひとつの広告料も必然的に安くはなりますが（と思う）、いくつかが集まる事に

よって、場所を提供する方も広告主も収益の心配はいらないでしょう。それなりに設備費はかかりますが、半永久的にそこに置い

ておけるし、電気代などの維持費はものの外レベルなはずです。 もうお解りでしょう、もはやポスターやボードなどの静止画広告

は斜陽であり、かなりの手間が省けているのです。つまり、先ほどのカッティング師減

少の心配など飛び越えて、存在すら必要無くなってしまうのです。 

 もちろん、広告主や提供場所が悪いと言っているのではありません。「デジタル化」

が「アナログ」を追いやっているのは間違いありません。ならば時代に合わせてデジ

タルを…とも言いますが、あれはあれ、これはこれ。ジャンルも違うし、需要も少なか

らずあり、たいへんに難しいのです。 

 埋め込み式だけでなく、立て看板にもデジタルサイネージは影響が及んでいます。

やがては普通のお店の看板もこれになってしまい、昔読んだ未来の世界のようにな

るでしょう。そうなると、照明屋さんもピンチになるのです。恐るべきデジタル産業。こ

の苦境にどう立ち向かうか、あるいはどう流れに乗るか。看板事業所一般社団法人

EARTH BASE の今後の重要課題であり、取り組みを始めています。（左画） 

  『恐ろしいものだぞ、一つの商売がダメになるということは』とは、貸本屋という、ひ

とつの商売が霧散していったのを実体験していた漫画家の水木しげるさんが遺した

言葉です。それを聞いた時は「ふうん」でしたが、今、この看板屋の危機と共に考えると…「ゾクッ」。頑張ろう、看板屋！  



     ANZEN交通２～いつか～ 

 江戸川区の皆様、道路で安全に歩行し、車を走らせていただけていますか？ 

そうでしょうとも、それもそのはず、江戸川区×アースベースによる『安全看

板』がそれをひっそりと見守っているのです。昨年の夏くらいから少しずつこ

の立て看板の製作が始まり（詳しくは月刊地球基地 2017 年７月号をご参照）、

着々と設置され、江戸川区全体で姿が見られるように。 

 このような取り組みは、町中に溶け込みすぎていてあまり気に留めることは

ないでしょう。しかし、このようなものが町中にあるのとないのでは全く違い

ます。無いより絶対的に、あった方がいい。江戸川区とアースベース…ふたつ

の想いはひとつ、“安全第一”です。この想いと取り組みは、近い将来、必ず

実を結んでいるはずです。誰も気がつかないうちに、そっと。 

 

濃いビールか三択ロース 

 昨年１２月某日、アスベ所内でクリスマス会と納会と忘年会と労い会が合同で行われ

ました（！）。第一部ではクリスマス会＆忘年会。主役は大量のポテトサラダと大量の豚

汁と北九州の水炊きとお寿司。汁けものが何故ふたつブッキングされているかはさてお

き、ご想像通り、上戸は酒、下戸はお寿司にと夢中になります。そしてなんと有志 U さ

んのギター演奏によるカラオケ大会もあって、例年とは違った趣向になりました。大量

に余った豚汁とポテサラと共に第一部は終了、続いて第二部の納会＆

労い会は焼肉パーティー！大きく切った豚バラを主役に煙に悪戦苦闘しながらジュージ

ュー。一日に寿司と焼肉が食べられるとはなんて贅沢哉。焼肉というイベントは「喰う

係」「焼く係」「喰いっぱぐれる係」が自然発生するのでおもしろいすね。いろんな個性

が垣間見られるという，不思議な色合いを感じた今年の聖なる宴。今更ですが、メリー

クリスマス！ シャンシャン…「お、パンダ」サンタ「おい」 

 

編集後記 

冬が本格的になってきました。各地では大雪に悪戦苦闘している模様です。 

東京には雪が降るのでしょうか？雪に弱い都会です。ちょうど良く降ってくれたらいいのですが。 

お風邪など召さないようにお気をつけ下さい。 
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